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	スライド 1: サーモンランドプロジェクト事業
	スライド 2:  　サーモンランドプロジェクトでは、宮古市で育った子どもたちが地元に愛着を持ち、市外に出た後も大人になってから鮭のように戻ってきたいと思える魅力あるまちづくりを目指しています。  　宮古市に愛着を持ってもらうためには、宮古の景色、食べ物、働く人をより知っていただく事が重要です。  　事業を通じて、市内外の方に宮古市と関わりを持ちながら愛着を抱いてもらい、魅力ある市を発信し続け宮古市への移住定住にも繋げます。
	スライド 3: ▷ 食堂「みやこ」の開催  　関係人口の創出を図ることを目的に、令和２年度から首都圏等の市外在住者が宮古市と継続的に関わるイベントを運営。 　宮古の食材を活用した料理を提供しながら、宮古と縁のあるゲストを招き、宮古とのつながった“きっかけ”や、宮古市出身者から地元の良いところを発信。 【開催回数】15回（R5までの実績） 【開催場所】東京都・宮城県仙台市 【参加者総数】各回20名程度
	スライド 4: 1,190万円

